


ブラック・クリアのデータ作成について
ブラックケース・クリアケースに印刷する場合、ホワイトインクを使用しないとカラーデザインが綺麗に表現されません。
以下をご覧いただき、ケース色と仕上がりのイメージをご考慮いただいた上データ作成をお願いいたします。

ホワイトインクを先に印刷することで、鮮やかな色合いが表現できます。
ホワイトインク用のデータは、カラーのレイヤーと別のレイヤーで作成して下さい。
ホワイトインク用レイヤーの中は全て K( 黒 )100％に設定します。
PDF・JPG入稿の場合は、ホワイトインク印刷用データを別ファイルにて保存し
カラー印刷用データと併せてご入稿くださいませ。

通常、紙への印刷はCMYKの 4色インキで行われます。紙は白地のためインキが綺麗に表現されますが、
黒のケース・透明のケースにそのままCMYK印刷を行うと、ケース素材の色の影響を受けた印刷と
なってしまいます。その結果、ご入稿された元のデザインと大きく異なる見た目に仕上がってしまうため
黒・透明にデザインを印刷される場合はホワイトインクレイヤーの作成をお願いしております。

ケース色：黒
ホワイトインクあり

ケース色：黒
ホワイトインクなし

黒のケース・透明のケースにホワイトインク指定を行わず印刷した場合

1 つの ai データにカラーレイヤーとホワイトレイヤーをご作成ください

ホワイトインク用レイヤーの注意

カラーレイヤー ホワイトレイヤー

完成イメージデータ .ai

黒 透明

必ず K( 黒 )100%（C,M,Y いずれも 0%) ベタ塗りで作成して下さい。
リッチブラックや RGB モードはエラーの原因となりうまく印刷されない可能性があります。
※ホワイトインクはグラデーションのような濃淡差は綺麗に表現できません。
※基本的には K( 黒 ) の濃度は 100%を推奨しています。

ホワイトレイヤー ホワイトレイヤー

　  OK!
　カラーモード：CMYKモード
　塗り：K ( 黒 )100%
　線：なし

　  NG！
　K100以外の色
　カラーレイヤーの
   位置とずれている

！
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